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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文で，著者は希土類元素のケイ酸塩鉱物としてガドリン石，炭酸塩鉱物としてテンゲル石，
木村石，ロッカ石，関連鉱物としてホミル石を選び化学分析により各鉱物の化学組成を決定し，
同時にX線結晶構造解析を行いその結晶構造を明らかにした。さらに文献検索により得た72種類に
及ぶ鉱物の結晶構造のデータを基に結晶構造中の希土類元素の性質について統括的な考察をなし，
希土類鉱物に見られる3価の希土類元素と価数の異なるカルシウムなどの元素との同形置換にお
ける電荷補償の機構を種々提出し，それらの機構と希土類元素鉱物の結晶構造の特徴との関連づ
けをおこない，その成果をまとめている。
　本論文は5章から成る。第1章序論では，希土類元素（RE）とその鉱物の一般的特徴と問題
点を示し，これに対し天然および合成希土類元素鉱物の化学分析とX線結晶構造解析の重要性，
緒晶構造についての系統的総括的な検討および同形置換の有無と結晶構造の特徴との関連づけの
意義について述べている。第2章は，希土類元素鉱物のEPMAとICP発光分析による化学分
析とX線結晶構造解析の結果について詳述している。希土類元素鉱物ガドリン石（Y2F　e　B　e．
S　i・○1oジと関連鉱物ホミル石（Ca．FeB．Si．O　lo）は同形であり，その構造は四面体SiO雀と
Be04，B04が頂点を共有する形の層状構造を成し，層間にFe，RE，Caが位置することを明
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らかにした。また，ガドリン石とホミル石における同形置換ではR　E3＋とBe2＋がCa2＋とB3＋に
より置換され電荷補償がなされていることを示している。さらに合成テンゲル石（Y2（C　O。）パ
冊20），木村石（CaY2（C03）・6H20），ロッカ石（CaY！（C03）グ9H20）などの炭酸塩
鉱物の結晶構造の特徴的な違いについて言及している。第3章では，文献の検索により結晶構造
が報告さている全ての希土類鉱物について総括的に比較検討し，それぞれの構造の特徴を要約し
結晶構造の視野から分類し，しかも構造の特徴を反映するように著者自身の手によって結晶構造
を描いている。分類は，三角形および四面体陰イオン原子団，八面体原子団などのその構造を構
成する要素により大別し，さらに鎖状構造，層状構造，3次元骨格構造等に分類している。
　第4章では，2章および3章の結果を基に総括的な検討を加え希土類元素の緒晶構造申での性
質を明らかにしている。第5章は，全体を総括し，結論を述べている。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者が研究対象とした希土類鉱物は，化学と古くから深い結びつきをもっている物質群である
が，その化学組成の複雑さから，未解決な鉱物化学上の問題が数多く残されている。結晶合成，
化学分析，X線構造解析における著者の高度な実験技術と優れた着想の下にガドリン石，テンゲ
ル石，木村石等に関する複雑で困難な問題が解決されたことは，この分野における大きな貢献と
して，内外から高い評価を受けている。また，個々の鉱物の研究にとどまらず，140余種におよ
ぶ全希土類鉱物に関する過去の膨大な文献を収集し，それらを総括し，結晶構造と化学組成の面
から明快な議論を行い，複雑な希土類鉱物の化学物質としての全体像を明らかにしたことは，化
学のみならずヨ鉱物学へも貢献するきわめて重要な成果であり高く評価される。これらの実績は
著者の優れた実験技術と併せて卓越した解析能力を示すものといえる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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